
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

豊
田
市
５
月
臨
時
議
会
（
５
月

１
１
日
）
で
お
こ
な
わ
れ
た
報
告

（
補
正
予
算
含
む
）
承
認
・
議
案
・

議
員
提
出
議
案
・
同
意
の
審
議
の

う
ち
、
主
な
内
容
を
お
伝
え
し
ま

す
。 

  

【
提
案
理
由
】 

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
は
第
６
波
に

お
い
て
も
非
常
に
増
加
し
、
当
初

予
算
要
求
時
の
想
定
を
大
幅
に
上

回
る
感
染
者
数
が
続
い
て
い
る
。 

４
月
以
降
も
こ
の
よ
う
な
状
況
が

収
ま
る
見
込
み
も
な
く
、
第
７
波

以
降
の
さ
ら
な
る
感
染
者
数
の
増

加
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
補

正
に
よ
り
予
算
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。 

  

専
決
処
分
の
報
告
（
補
正
予
算
）

と
さ
れ
ま
し
た
。 

※
専
決
処
分
と
は
、
本
来
、
議
会

の
議
決
・
決
定
を
経
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
柄
に
つ
い
て
、
地
方
公

共
団
体
の
長
が
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
い
て
、
議
会
の
議

決
・
決
定
の
前
に
自
ら
処
理
す
る

こ
と
。 

  ①
医
療
提
供
補
助
事
業 

 

４
月
１
４
日
～
９
月
３
０
日 

・
医
療
提
供
事
業
補
助
金 

 

補
正
金
額 

１
５
億
９
８
０
０

万
円 

②
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業 

４
月
１
４
日
～
９
月
３
０
日 

（
１
７
０
日
間
） 

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
費 

対
象 

３
万
４
０
０
０
人 

補
正
金
額 

１
２
億
１
６
１
８

万
円 

③
健
康
管
理
委
託
事
業 

 

５
月
１
日
～
９
月
３
０
日 

（
１
５
３
日
間
） 

・
自
宅
療
養
者
等
健
康
管
理
事
業
費 

補
正
金
額
２
億
３
５
６
２
万
円 

５
月
議
会
・
企
画
総
務
委
員
会
で

根
本
み
は
る
市
議
の
質
疑
に
対
す

る
答
弁
で
明
ら
か
に
な
っ
た
内
容 

 

●
一
般
職
職
員
の
期
末
手
当
の
支

給
割
合
の
改
定 

・
引
き
下
げ
る
対
象
人
数 

約
３
３
０
０
人 

・
引
き
下
げ
る
平
均
金
額 

約
２
万
８
千
円 

●
一
般
職
職
員
の
特
例
措
置
の
対

象 
・
引
き
下
げ
る
対
象
人
数 

約
３
２
０
０
人 

・
引
き
下
げ
る
平
均
金
額 

約
５
万
６
千
円 

（
豊
田
市
職
員
給
与
条
例
及
び

豊
田
市
一
般
職
の
任
期
付
職

員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例

に
関
す
る
条
例
改
正
） 

●
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手

当
て
に
つ
い
て
（
試
算
で
） 

・
引
き
下
げ
る
対
象
人
数 

約
１
４
０
０
人 

・
引
き
下
げ
る
平
均
金
額 

約
２
万
２
千
円 

（
豊
田
市
会
計
年
度
任
用
職
員
報 

酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に 

関
す
る
条
例
改
正
） 

 

根
本
み
は
る
市
議
は
、
討
論
で

「
答
弁
で
は
、
影
響
は
明
ら
か
で
あ

る
。
ま
た
、
国
家
公
務
員
の
期
末
手

当
の
引
き
下
げ
を
求
め
た
人
事
院

勧
告
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
給
与

法
改
正
が
遅
れ
た
た
め
、
人
事
院
勧

告
通
り
に
令
和
３
年
１
２
月
の
期

末
手
当
を
引
き
下
げ
な
か
っ
た
分

の
差
額
を
、
年
度
を
超
え
て
、
令
和

４
年
６
月
の
期
末
手
当
か
ら
減
額

す
る
本
議
案
は
、
不
利
益
不
遡
及
を

無
視
し
た
、
異
例
の
措
置
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
」
と
し
て
、
反
対
し

ま
し
た
。 

国
交
労
連
は
以
下
の
声
明
で
『
コ

ロ
ナ
不
況
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、

労
働
者･
国
民
の
所
得
を
増
や
し
、 

消
費
拡
大
を
は
か
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
国
政
全

般
の
観
点
か
ら
も
労
働
者
全
体

の
賃
上
げ
を
打
ち
出
す
と
と
も

に
、
７
７
０
万
人
労
働
者
に
影

響
を
与
え
る
国
家
公
務
員
賃
金

を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

の
も
と
で
国
民
の
い
の
ち
や
く

ら
し
を
守
る
た
め
に
現
場
第
一

線
で
奮
闘
す
る
職
員
の
労
苦
に

報
い
る
賃
金
・
労
働
条
件
改
善

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
』
と
し

て
い
ま
す
。
本
市
職
員
に
つ
い

て
も
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

誇
り
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
そ
の
労
苦
に
報

い
た
賃
金
保
障
と
、
あ
わ
せ
て

職
員
体
制
の
拡
充
の
必
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。 

   

各
議
案
に
対
す
る
各
会
派
・

議
員
の
賛
否
は
裏
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。 

 

 

④
受
診
搬
送
委
託
事
業 

 

５
月
１
日
～
９
月
３
０
日 

・
自
宅
療
養
者
等
搬
送
事
業
費 

補
正
金
額 

６
３
８
０
万
１
千

円 

①
～
④
の
合
計
額 

 

３
１
億
１
３
６
０
万
１
千
円 

【
感
染
者
数
の
想
定
】 

 

１
日
２
０
０
人
（
第
５
波
か
ら
第

６
波
の
感
染
者
数
の
増
加
率
を

参
考
に
し
て
算
出
）
と
し
て 

１
７
０
日
間 

 

３
万
４
千
人 

１
５
３
日
間 

 

３
万
６
百
人 

 

 

根本みはる市議 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AD%B0%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AD%B0%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E6%96%B9%E5%85%AC%E5%85%B1%E5%9B%A3%E4%BD%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E6%96%B9%E5%85%AC%E5%85%B1%E5%9B%A3%E4%BD%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E6%96%B9%E8%87%AA%E6%B2%BB%E6%B3%95


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す
、
と
原
発
ゼ
ロ
を
訴
え
ま
し
た
。 

次
回
の
原
発
ゼ
ロ
宣
伝
（
金
曜
行 

・新しく議長に板垣清志議員（自民）、副議長に

小島政直議員（公明）が選出されました。 

・根本みはる議員（共産）が所属する常任委員

会は、産業建設委員会に決まりました。  

 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

 

 

日
本
共
産
党 

 
 

根
本
市
議 

自
民
ク
ラ
ブ 

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム     

公
明
党
市
議
団 

心
が
聴
こ
え
る 

 

市
政
の
会 

 

 

（中
島
市
議
） 

と
よ
た
市
民 

 
 

 
 

 
 

の
会
（岡
田
市
議
） 

市の一般職・再任用・任期付き職員の期末手当を引き下げる条例改定 × 〇 〇 〇 〇 〇 

市議会議員の期末手当を引き下げる条例改定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

市の会計年度職員の期末手当を引き下げる条例改定 × 〇 〇 〇 〇 〇 

市長、副市長、教育長など特別職職員の期末手当を引き下げる条例改定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 

議員提出議案により特別委員会の設置が決まりました。 

①大規模イベントを生かしたまちづくり特別委員会 

②議会デジタル化推進特別委員会  

 

原
発
ゼ
ロ
と
再
稼
働
反
対
を
求
め

る
豊
田
市
駅
前
宣
伝
が
１
３
日
、
８

人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
催

は
、
さ
よ
な
ら
原
発
豊
田
市
民
行
動

連
絡
会
。 

 

私
も
参
加
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
か
ら
の
教
訓
と
し
て
、
防
衛
費
（
軍

事
費
）
を
２
倍
に
す
る
よ
り
、
原
発

ゼ
ロ
を
直
ち
に
、
食
料
自
給
率
の
引

き
上
げ
を
優
先
す
べ
き
で
す
、
と
訴

え
ま
し
た
。（
左
写
真
） 

小
林
お
さ
む
元
県
会
議
員
も
参
加

し
て
、
福
島
原
発
の
事
故
と
発
が
ん

に
つ
い
て
等
を
お
話
し
し
て
、
原
発

事
故
の
問
題
は
ま
だ
続
い
て
い
ま 

動
）
は
、
５
月
２
７
日
（
金
）
午
後

６
時
か
ら
豊
田
市
駅
西
側
で
小
集
会

と
ミ
ニ
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

（
本
多
の
ぶ
ひ
ろ
） 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
か
ら
の
教
訓
は 

原
発
ゼ
ロ 

食
料
自
給
率
ア
ッ
プ
を
優
先
に 

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
な
ど

で
、
旧
ソ
連
は
共
産
主
義
・
社
会
主

義
と
の
報
道
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本

共
産
党
は
旧
ソ
連
の
侵
略
行
為
に

対
し
て
「
共
産
主
義
と
は
無
縁
」
の

覇
権
主
義
だ
、
と
厳
し
く
批
判
し
て

き
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
が
３
月
、
千
葉
市
内
の
演
説
会

で
語
っ
た
関
連
部
分
を
紹
介
し
ま

す
。
（
赤
旗
３
／
２
５
付
よ
り
） 

国
民
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
て
お

り
ま
す
と
、「
で
も
ロ
シ
ア
っ
て
共
産

党
で
は
？
」。
こ
う
い
う
声
も
あ
り
ま

す
が
、
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

ソ
連
共
産
党
を
名
乗
る
党
が
解
散

し
て
か
ら
、
も
う
３
１
年
も
た
っ
て

い
ま
す
。
今
の
ロ
シ
ア
の
政
権
は
、

「
共
産
党
」
と
も
「
共
産
主
義
」
と

も
全
く
無
関
係
で
す
。 

旧
ソ
連
の
時
代
に
、
ソ
連
が
お
こ

な
っ
た
、
１
９
６
８
年
の
チ
ェ
コ
ス

ロ
バ
キ
ア
へ
の
侵
略
、
７
９
年
の
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
侵
略
な
ど
に
対

え
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ 

城
地
区
メ
ー
デ
ー
祭
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
（
左
写
真
）。
は
実
行
委
員

会
で
、
安 

西
三
河
の
安
城
市
内
で
５
月
１

日
、
９
３
回
目
と
な
る
安
城
地
区
メ

ー
デ
ー
祭
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
左
写
真
）。
は
実
行
委
員
会
で
、 

西
三
河
の
安
城
市
内
で
５
月
１

日
、
９
３
回
目
と
な
る
安
城
地
区
メ

ー
デ
ー
祭
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
左
写
真
）。
は
実
行
委
員
会
で
、 

西
三
河
の
安
城
市
内
で
５
月
１

日
、
９
３
回
目
と
な
る
安
城
地
区
メ

ー
デ
ー
祭
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
左
写
真
）。
は
実
行
委
員
会
で
、 

西
三
河
の
安
城
市
内
で
５
月
１

日
、
９
３
回
目
と
な
る
安
城
地
区
メ

ー
デ
ー
祭
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
左
写
真
）
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
。

は
実
行
委
員
会
で
、 

し
て
、
社
会
主
義
と
は
縁
も
ゆ
か
り

も
な
い
覇
権
主
義
だ
、
と
断
固
反
対

を
貫
い
た
自
主
独
立
の
党
が
日
本
共

産
党
で
あ
り
ま
す
。 

ロ
シ
ア
覇
権
主
義
と
た
た
か
っ
て
き
た
党 

 

１
０
０
年
間
、
反
戦
平
和
を
貫
く
党 


